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0801 04061 一般
北海道災害ボランティアセンター運
営活性化等事業費補助金

「人的・物的両面の応援・受援の初
動体制」を構築するため、防災関係
機関と連携しながら、防災体制の連
携強化を図るための補助

地域福
祉課

0 12,107 6,054 0.5 0.0 0.5 16,012 現状維
持

引き続き、災害発生時のボランティ
ア活動が円滑に行われるように平
常時から災害ボランティアセンター
の運営等に対し支援する必要があ
るため。

現状維
持

1 04061 一般
災害時に備えた支援・受援の基盤
づくり

⑦ 0 10,857 5,429 0.0 10,857 － ④ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

－ ⑥ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

○ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

2 04061 一般 ボランティア運営委員会 ⑦ 0 276 138 0.0 276 － ④ ①
委員会等をオンラインで実施するこ
ととした。

－ ⑥ ①
委員会等をオンラインで実施するこ
ととした。

○ ①
委員会等をオンラインで実施するこ
ととした。

3 04061 一般 福祉教育推進事業 ⑦ 0 419 209 0.0 419 － ④ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

－ ⑥ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

○ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

4 04061 一般 養成研修事業 ⑦ 0 253 127 0.0 253 － ④ ①
研修会等をオンラインで実施するこ
ととした。

－ ⑥ ①
研修会等をオンラインで実施するこ
ととした。

○ ①
研修会等をオンラインで実施するこ
ととした。

5 04061 一般 ボランティアセンター機能強化事業 ⑦ 0 302 151 0.0 302 － ④ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

－ ⑥ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

○ ①
会議等をオンラインで実施すること
とした。

0802 04061 一般
災害福祉広域支援ネットワーク構築
事業費

－

一般避難所で災害時要配慮者に対
する福祉支援を行うため、必要な支
援体制を確保することを目的に、官
民協働による「災害福祉支援ネット
ワーク」を構築する

地域福
祉課

0 3,000 0 0.3 0.0 0.3 5,343
現状維

持

現在、コロナ対策の一環として事業
実施中であるが、当初想定から大き
な変更は生じていない。今後、状況
に応じて見直しの必要の有無を判
断する。

－ － － － － － － －
現状維

持

0803 04061 一般
福祉のまちづくり推進費（貸付金＋
事務費分）

② 北海道福祉のまちづくり条例に基づ
く普及啓発や推進体制の整備

地域福
祉課

0 104,206 2,806 1.5 0.0 1.5 115,921 現状維
持

引き続き、心のバリアフリー推進を
継続する必要があるため。

－ － － － ○ ①
北海道福祉のまちづくり協議会の開
催の一部をオンライン又は書面で対
応済。

現状維
持

0804 04061 一般
すべての人にやさしいまちづくり推
進事業費

－
高齢者、障がい者、妊産婦をはじ
め、全ての人が道立施設を円滑に
利用するための改善整備

地域福
祉課

0 39,000 4,000 0.5 0.0 0.5 42,905 現状維
持

引き続き、高齢者、障がい者、妊産
婦をはじめ、全ての人が道立施設を
円滑に利用するための改善整備が
必要であるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0805 04061 一般 社会福祉施設整備事業費 － 各種社会福祉施設等の整備に対
し、補助する経費

地域福
祉課

0 292,637 19,546 0.7 3.0 3.7 321,534 現状維
持

現行の事業規模から大きな変更が
見られないため、現状維持とし、今
後も適切な事務の執行に努める。

－ － － － － － － － 現状維
持

0806 04061 一般 社会福祉施設整備（老人施設） －
老人福祉施設の整備に対し、補助
する経費

地域福
祉課

0 2,962,284 147,284 0.5 1.3 1.8 2,976,342
現状維

持

事業量に応じた必要最小限の体制
で事務を執行しており、さらなる効
率化は困難であるため、現状維持と
する。
今後も各種計画に基づき地域での
整備の状況を勘案し、必要最小限
の体制となっていることを確認する。

－ － － － － － － －
現状維

持

0807 04061 一般
社会福祉施設整備に係る各種調査
等に関する事務

－

厚生労働省からの国費施設整備に
係る執行状況、耐震化、アスベスト
等の実態調査等に関する事務及び
庁内に係る施設関係の計画や会議
に関する事務

地域福
祉課

0 0 0 0.2 1.4 1.6 12,496
現状維

持

事業量に応じた必要最小限の体制
で事務を執行しており、更なる効率
化を図ることは困難であるため、現
状維持とする。
今後も最小限の体制で事務を執行
する。

－ － － － － － － －
現状維

持

0 3,413,234 179,690 4.2 5.7 9.9 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

高齢者や障がいのある人等に対する防災
体制の整備

一次政策評価
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Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見
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